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                ２０２６年３月２７日（金） 

愛知県福祉局福祉部障害福祉課 

重症心身障害児者支援グループ 

担   当 小峰、鈴木 

内   線 ３５０１、３５０２ 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ０５２－９５４－６６２９ 

 

 

 

愛知県医療的ケア児者実態調査結果報告について 
 

愛知県内で暮らす医療的ケア児者とその家族の生活状況や支援ニーズを把握し、

県及び市町村の施策を推進するための基礎資料とすることを目的として、今年度、

医療的ケア児者実態調査を実施しました。この調査は 2019 年度に引き続き、２回目

の実施です。 

この度、調査結果を取りまとめましたので、お知らせします。 

 

愛知県医療的ケア児者実態調査結果報告書の主なポイント 

□ 医療的ケア児の人数は、０～１７歳で１，７３７人（前回１，３９１人）でし

た。（３ページ） 

□ 在宅で医療的ケアを実施することになった時に困ったことや不安に感じたこと

として、「医療的ケアを家族が実施すること」６８．０％（前回５１．２％）、

「子どもの急変時の対応」６４．８％（前回６２．７％）、「看護・介護者に何

かあった時に代替手段がない」６０．３％（前回５９．２％）と半数以上の人

が回答しました。（３ページ） 

□ 主な看護・介護者の一日の合計の平均睡眠時間は、７０．５％の人が「６時間

未満」（前回７４．７％）、３３．６％の人が「５時間未満」（前回３５．３％）

と回答しました。特に人工呼吸器を使用している人の主な看護・介護者でみる

と、「５時間未満」の人は４割以上でした。（３ページ） 

□ 主な看護・介護者について、就労している人が３９．６％（前回２７．０％）

と一番多い一方、就労したいが看護・介護のためできないと回答した人は、 

２４．４％（前回３８．０％）でした。（４ページ） 

□ 災害時・緊急時の家族以外の連絡先が決まっていない人が６０．１％（前回 

７０．７％）、避難場所が決まっていない人も１７．０％（前回２４．５％）

いました。（６ページ） 

  

本事業は、SDGsの「３ すべての人に健康と福祉を」

に資する取組です。 
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調査及び調査結果の概要 

１ 調査目的 

愛知県内で暮らす医療的ケア児者の対象者数及び医療的ケア児者とその家族の

生活状況や支援ニーズ等を調査し、今後の県及び市町村の施策を推進するための

基礎資料とするもの。 

２ 調査概要 

調査対象 

愛知県内において在宅で生活しており、日常生活及び社会生活を営

むのに恒常的に下記の医療的ケアを必要とする４０歳未満の者。 

＊医療的ケアの内容 

 

 

 

 

 

 

調査方法 

（１）医療的ケア児者の人数について＜数調査＞ 

   市町村が管内に居住する医療的ケア児者の人数を県に報告 

（２）医療的ケア児者の生活状況や支援ニーズ等について＜ニーズ

調査＞ 

  ①県から市町村に調査票を送付 

  ②市町村が調査票を対象者へ直接送付又は相談支援事業所等

を通じて対象者へ送付 

  ③対象者が市町村に郵送又は Webで回答 

  ④市町村が調査結果を取りまとめ、県に報告 

調査時点 ２０２５年４月１日 

回収状況 ニーズ調査の回収率４５．６％(９８９人／２，１６９人中) 

３ 調査報告書 

調査報告書は、障害福祉課の Webページに掲載しています。

（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/shogai/ikeajittaichousakekkahoukoku2025.html） 

 

  

人工呼吸器管理（排痰補助装置含む）、気管切開の管理、鼻咽頭エアウェイの管

理、酸素療法、たんの吸引（口鼻腔、気管カニューレ）、ネブライザー（薬液吸

入）、経管栄養（胃ろう、腸ろう、経鼻）、中心静脈栄養（IVH）、皮下注射（イ

ンスリン）、血糖測定、腹膜透析、導尿、人工肛門、摘便・洗腸 

※下線部は、前回調査から追加した医療的ケア 
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3時間未満

2.1%

4時間未満

6.5%

5時間未満

25.0%

6時間未満

36.9%

6時間以上

26.5%

無回答 3.0%

主な看護・介護者の平均睡眠時間【n=897】

４ 調査報告書の概要 

（１）医療的ケア児者の人数 

未就学児 

（0～5歳） 

学齢児 

（6～17 歳） 

医療的ケア児計 

（0～17 歳） 

 

18～39歳 

医療的ケア児者計 

（0～39歳） 

６５３人 １，０８４人 １，７３７人 ４２１人 ２，１６９人※ 

   ※年齢不明 11名を含む。 

（２）医療的ケア児者の生活状況や支援ニーズ等 

 ア 在宅で医療的ケアを実施することになった時に困ったことや不安に感じた 

こと 

在宅で医療的ケアを実施することになった時に困ったことや不安に感じたこ

とは、「医療的ケアを家族が実施すること」が６８．０％、「子どもの急変時の

対応」が６４．８％、「看護・介護者に何かあった時に代替手段がない」が 

６０．３％と半数以上の方が回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 主な看護・介護者の平均睡眠時間 

主な看護・介護者の一日の合計の平均睡眠時間は、７０．５％の方が「６時

間未満」、３３．６％の方が「５時間未満」だった。特に人工呼吸器を使用し

ている人の主な看護・介護者でみると、５時間未満の人は４３．７％だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3時間未満

1.8%
4時間未満

8.0%

5時間未満

33.9%
6時間未満

35.8%

6時間以上

18.2%

無回答

2.2%

人工呼吸器を使用している人の

主な看護・介護者の平均睡眠時間【n=274】

68.0%
60.3%

64.8%

14.2%

37.4%

15.7%
11.1%

24.0%

11.0% 12.0%

29.3%

7.3%

医
療
的
ケ
ア
を
家
族
が
実
施
す

る
こ
と

看
護
・
介
護
者
に
何
か
あ
っ
た

時
に
代
替
手
段
が
な
い

子
ど
も
の
急
変
時
の
対
応

相
談
相
手
が
い
な
い

医
療
や
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
が
分

か
ら
な
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
先
が
確

保
で
き
な
い

移
動
手
段
の
確
保
が
出
来
な
い

看
護
者
が
退
職
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た

費
用
が
か
さ
み
生
活
が
苦
し
く

な
っ
た

自
宅
を
改
造
、
引
っ
越
し
を
考

慮
し
た

兄
弟
姉
妹
の
子
育
て
が
疎
か
に

な
っ
た

そ
の
他

在宅で医療的ケアを実施することになった時に

困ったことや不安に感じたこと【n=989】 ※複数回答
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ウ 主な看護・介護者の睡眠形態 

主な看護・介護者の睡眠の形態は、「睡眠がとれる日と、とれない日があ

る」が３５．５％、「睡眠がいつも断続的である」が２７．４％を占めた。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エ 主な看護・介護者の就労状況 

就労している人が３９．６％と一番多いが、就労したいが、看護・介護のた

めできない人が２４．４％、就労希望はない人が１４．６％だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとまった睡眠

がとれている, 

34.6%

睡眠がとれる日と、

とれない日がある

35.5%

睡眠がいつも

断続的である, 

27.4%

無回答2.6%

主な看護・介護者の睡眠形態【n=897】

就労したいが、

看護・介護のた

めできない

24.4%

就労希望がある、

就職活動中

8.5%

就労希望はない

14.6%

就労している, 

39.6%

産休・育休中, 

9.6%

無回答, 3.3%

主な看護・介護者の就労状況【n=897】
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オ 通園・通学に関する状況、希望等 

通園・通学に関し、希望する場所に「通えている、通えていた」と回答した

人が５５．３％だったのに対し、「通えていない、通えていなかった」と回答

した人が１０．５％だった。通えていない、通えていなかった理由としては、

「医療的ケアを理由に断られた」が５８．７％と一番多かった。 

また、通園・通学に関する希望で一番多かった回答は、「特に希望はない」

を除き、「保護者の付き添いなしで通園・通学したい」が２１．８％だった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通えている、通え

ていた

55.3%

通えていない、通

えていなかった

10.5%

無回答

34.2%

希望する場所に通園・通学できていたか

【n=989】

6.7%

17.3%

6.7% 4.8%

58.7%

31.7%

1.9%

希
望
し
た
と
こ
ろ
が
家
か
ら
遠
か
っ
た

保
護
者
の
付
き
添
い
な
し
で
通
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
で
き
な
か
っ
た

定
員
オ
ー
バ
ー
だ
っ
た

医
療
的
ケ
ア
を
理
由
に
断
ら
れ
た

そ
の
他

無
回
答

希望する場所に通えていない、通えていなかった理由

【n=104】 ※複数回答

18.9%

5.4%

9.9%

13.1%

21.8%

5.6%
4.4%

22.3%

31.5%

通
園
・
通
学
し
た
い

通
う
日
数
を
増
や
し
た
い

今
よ
り
近
い
と
こ
ろ
に
通
い
た
い

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て
通
園
・
通
学
し

た
い

保
護
者
の
付
き
添
い
な
し
で
通
園
・
通
学
し

た
い

園
外
・
校
外
学
習
に
参
加
し
た
い

そ
の
他

特
に
希
望
は
な
い

無
回
答

通園・通学に関する希望【n=989】 ※複数回答
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決まっていない

17.0%

決まっている

76.9%

無回答

6.1%

災害時の避難場所【n=989】

登録している

37.2%

登録していない

46.7%

無回答

15.6%

避難行動要支援者名簿への登録【n=989】

10.4%

2.2% 2.6%

8.4%

39.4%

1.3%

19.9%

2.8%

6.3% 6.7%

知
っ
て
い
る
が
、

登
録
の
方
法
が
分
か
ら
な
い

知
っ
て
い
る
が
、
登
録
で
き
な
い

知
っ
て
い
る
が
、
登
録
し
た
く
な
い

知
っ
て
い
る
が
、
決
め
て
い
な
い

知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
登
録
し

た
い

知
ら
な
か
っ
た
が
、
登
録
し
た
く
な

い

知
ら
な
か
っ
た
が
、
ま
だ
決
め
ら
れ

な
い

近
所
や
地
域
の
方
へ
避
難
の
際
の
支

援
を
依
頼
し
て
い
る
た
め
登
録
し
て

い
な
い

そ
の
他

無
回
答

避難行動要支援者名簿に登録をしていない理由【n=462】

カ 災害時・緊急時の対策 

災害時・緊急時の家族以外の連絡先について、６０．１％の人が決まってお

らず、避難場所が決まっていない人も１７．０％いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ 市町村の避難行動要支援者名簿 

市町村への避難行動要支援者名簿は登録している人は３７．２％で、登録し

ていない人は４６．７％いた。名簿登録をしていない理由をみると「知らなか

ったので、今後登録したい」が３９．４％いた。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決まっていない

60.1%

決まっている

32.6%

無回答

7.4%

災害時・緊急時の連絡先【n=989】
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76

38

36

24

22

17

16

15

14

14

11

10

0 10 20 30 40 50 60 70 80

災害時に関すること

医療的ケアに対応できる事業所や施設の不足・制度がまだ不十分

本人の将来（介護・就労・学校等）への心配

看護・介護者が高齢化し、面倒がみれなくなる

看護・介護のため就労ができない、短いことによる経済的不安

病気や緊急時に預ける場所や体制がない・ほしい

介護者が疲れている、忙しい、家族の負担が大きい

ショートステイ・レスパイト先がない・ほしい

情報が少ない・ない、相談窓口がほしい

ケアの費用負担、医療費無償の対象年齢から外れる等による経済的負担

事業所スタッフや行政窓口等の職員対応への不満・不安

本人（子ども）の心身や医療的ケアの状態

困っていること・不安なことの主な記述内容

ク 困っていることや不安なことに係る記述 

困っていることや不安なことに関する自由記述を集計すると、一番多かった

記述は「災害時に関すること」であり、次に「医療的ケアに対応できる事業所

や施設の不足・制度がまだ不十分」、「本人の将来（介護・就労・学校等）への

心配」だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 


